
務学会=ユース警護

昭和58年度通常総会記録

昭和58年度通常総会は，さる 4 月 28 日に関かれ，同時にOR学会賞の授与が行なわ

れました.以下に総会の議事録と，事業報告・計画，決算，予算をお知らせします.
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昭和58年度通常総会議事録 三根表彰委員長，小田部表彰副委員長，万根文献賞小
委員会委員長より各賞の選考経過の説明があり，会長よ

1. 開催日時昭和58年 4 月 28 日(木) 15時-17時 り賞状・賞牌が下記のとおり授与された.

2. 場 所新宿パークホテル渋谷区千駄ヶ谷 5 一 第 8 回 日本オベレーションズ・リサーチ学会普及賞

27-9 1. 国津清典

3. 出席者横山勝義他 787名(うち委任状による出 2. 日本電信電話公社

席740名)ただし会員総数ゆ86名 (1/3は 第 7 回 日本オベレーションズ・リサーチ学会実施賞

662名1. 住友金属工業株式会社

上記のとおり出席者が定款に定める定足数に達したの 2. 三菱石油株式会社

で，定款第28条により横山会長が議長となり，議事録署 第 3 団事例研究奨励賞

名人に今野衛司，万根 薫の両氏を選出して議事に入っ 1. 安永通晴，中元三郎，小林智子

た 2. 柳井浩

第 1 号議案昭湘57年度事業報告の件 3. 石堂一成

川野理事より別紙昭和57年度事業報告書にもとづき 引続き，新フェローとして井上文左衛門，依田浩，

説明があり承認された. 今川貞郎，御園生善尚の各氏が紹介され，会長よりフェ

第 2 号議案昭和57年度決算報告の件 ロー記が贈呈された.

伏見理事より別紙昭和57年度決算報告書にもとづき 以上で総会の議事を終了し，議長は閉会を宣した.

説明があり，この報告に関し阿部監事より監査報告が 上記議決を明確にするため，この議事録を作成し，議

なされ承認された. 事録署名人はここに記名押印する.

第 S号誠実昭和58年度事業計画の件 昭和58年 4 月 28 日

今野理事より別紙昭和58年度事業計画書について説 社団法人 日本オベレーションズ・リサーチ学会

明があり，原案どおり承認された. 昭和58年度通常総会

第 4号議案昭和58年度予算の件 議長 横山勝義

伏見理事より別紙昭和58年度予算書について説明が

あり，原案どおり承認された.

第 5 号議案昭和初年度役員選任の件

定款第15条にしたがい，昭和58年度および59年度役

員候補者が別紙のとおり発表され，満場一致で選任さ

れた.

第 B 号議案名誉会員推蔵の件

議長より理事会は，定款第 6 条にしたがし、，名誉会

員として松田武彦氏ならびに G. B. Dantzig 氏を推

薦する旨計ったところ異議なく承認された.

以上で議案の審議を終了し，日本オベレーションズ・

リサーチ学会賞の発表ならびに表彰に入った.

1983 年 6 月号

議事録署名人 今野衛司

" 万根 薫

昭和57年度事業報告書

I 事業の状況

1. 研究発表会

(1) 3 月 24 日， 25 日の両日，名城大学において，第

51回研究発表会を開催し 3 月 26日にはノリタケ

カンパニー，日立製作所旭工場を見学した.

特別テーマ オフィスオートメーションと OR
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特別講演 特別講演

1) オフィスオートメーションと OR 1) OR如是我聞 万根薫

唐津 2) 数値的最適化法の最近の動向 田辺国土

2. 部品産業と OR 北野多喜雄 3) OR活用法について 茅野 健

発表件数

特別テーマ

特別セッション

一般発表

16件

12件

87件

部会報告 12件

発表件数

特別テーマ

一般発表

参加者数

2. シンポジウム

9 件

74件

311名

参加者数 314名

(2) 9 月 16 日， 17 日の両日，慶応義塾大学において

第52回研究発表会を開催した.

9 月 18日，慶応義塾大学において，第10回シンポ

ジウム rORのマネジメント」を開催した.参加者

は70名であった.

特別テーマ

部会名

*創造性開発の

数学モデルと

コンピュータ

-ベイズド・

デザイン

ORの実用 3. 研究部会活動(表1)

表 1 研究部会終了，中間報告 *印は研究部会終了を示す

主 査事幹

池沢茂樹

(東洋信託銀行)

広内哲夫

(文教大)

|メンパー|開催回数1 内 容

まず，創造性開発過程の数学モデルを|湯島会館

作り，シミレーションにより創造活動

を支援するシステムを開発した.ここ

までは rCDAJ であるが，さらに直

接コンピュータに創造させるシステム

の開発を考えている.

所

*経営コンサル |上 田 亀之助 I 26名 I 12回|経営コンサルタントは，複雑でしかも 1:東京都勤労福祉

タント 上回イノベ 変転限りない現実社会のなかにおこっ |会館

ーション研てくる色々な問題の解決のお手伝いを

樋爪 徹するのがシゴトです.ですからいつも

(山之内製薬) I モノゴトの原理・原則とその応用的活

用能力が必要です.

長一定一白色ー|一点ー一一千f 3ft 1-2~r-;-@]-r ~;，一五瓦石山s. j& l間半年ム丁三菱総合研究市
(武田薬品) I 部会の後継者として昭和男年より 3 カ

細只康夫年経過した.この間， Y ・ドロア博士

(三菱総研) I 講演会・部会特集号(昭和56年 9 月)，

l 合意手法検討会・合宿研修数回を行な

った.今後は体制を改め整備し，新発

足を計りたい.

本予測とその周 |西野吉次 I 14名 I 11 回 |予測の新手法の関心と同じく，実際の!早稲田大学シス

辺課題 I (早稲田大) I 予測が現実の場でいかに使われ，その l テム科学研究所

276 (36) 

浪平博人結果はいかにフォローされ行動が制御

(ブリヂストン されたかに注目し，事例の交換を行な

タイヤ った.会合は月 1 回のベースで行ない，

発表事例21，研究文献19を数えた.文

献については抄訳の形で整理中.学会

員の利用に供する予定.
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所主
幹

査
事 i メンバー|開催回数[ 内 容

*交通問題|横山勝義 I 26名 I 11回|交通体系のかかえる諸問題を，比較的|東洋経済ピル会

I (レールウェ 自由競争下にある物流を中心に幅広く |議室

ーシステム 検討し，各輸送機関の特性，シェアの

・リサーチ) I 実態，物流統計の問題点，輸送サーピ

杉野 隆スとは何かについて研究した.各回検

(新 日 鉄) I 討結果はレジュメとしてまとめた.
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一
定
応
信

一
喰
の

*決定理論とそ

の周辺

(九州)

児玉正憲

(九州大)

岩本誠一

(九州大)

15名 9 回

森村英典

(東工大)

木村俊一

(東工大)

29名 回A
U
 

九州大学経済学

部

東京工業大学ホ混雑現象と待 1 

ち行列 l 

ホデシジョン・

サポート・シ

ステム

10回 |環境問題は80年代の課題である.その|日本科学技術連

ためには第 1 に，生態学に対する深い I j翠

理解を示し，第 2 に，計画制御に対す

る省察を深め，経営科学的接近の意義

を検討せねばならない.本研究部会は

この方針にしたがって研究活動を展開

し，多くの成果を得た.

9 回 | ゲームの理論，探索理論，機会解析の|大阪大学基礎工

理論，取り替え理論等の諸々の決定理|学部

論とその応用に関する話題の中から最

新の研究成果が紹介され，活発な意見

の交換が行なわれた.

(1)配分過程，最適停止ゲーム，最適選

択，確率計画法などの数理計画論， (の

経営組織システム，利益計画，組み立

てシステムなどの最適化， (3湘j御工学

の経済モデルへの応用，水資源の計量

分析，および(5)時系列データを含むデ

ータベース管理システムの開発.

松崎功保

(日本 1 BM) 

星 孝雄

(成際大)

21名 10凹

未来分析|小島光造
(小野事務所)

小岩 明

(社会環境シ

ステム研)

35名 5 回

広い意味での混雑現象を対象に，その

特徴やモデル化についての討議も行な

ったが，具体的に成果の上がった研究

は，通信や計算機の網において起こる

諸問題や待ち行列の理論的研究に関す

るものが多かった.

初年度はDSS に関する文献の収集お

よび発表・検討会を主としたが，次年

度からはコンピュータパッケージとし

て世に出ているものについて紹介し合

い，使用体験談も混じえて検討を行な

った.また，機会を見て海外のDSS

研究者を招いてディスカッションを行

なった.

社会科学の分野において当面の最大の

課題は将来の uncertainty に対するア

プローチである.本部会では，そのメ

ソドロジーのひとつとして問題を支配

する諸要因を原点から体系的に煮つめ

ることによって演えき可能との観点に

立って研究を進めている.

成媛大学工学部

東京都勤労福祉

会館
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部会名 l 主
幹

査
事 [メンバー!開催回数| 内

上i喝

廿 所. 
確率モデルと 小和田 正 9 名 7 回 現実の問題は必ずしも ORの特定分野 名古屋工業大学

その応用 (名工大) に包含されるものではなく，いろいろ

津木勝茂 な分野にかかわりをもっシステムとで

(南山大) もいうべき様相を呈することが多い.

本研究部会ではそれらの問題をひとつ

の確率モデルとして眺め，解析の手法

を研究しようとするものである.

数理計画法 小島政和 20名 8 回 数理計画法の定式化・理論・応用およ 統計数理研究所

(関 東) (東工大) びアルゴリズムの提案，効率化(コー

福田公明 ドの開発を含む)等の研究を行なう.

(東工大) 部会は原則として個々の研究者による

最新の研究成果の報告の場とし，参加

者との討議を通じて研究内容をさらに

豊かにすることを目的とする.

数理計画法 青沼龍雄 19名 8 回 数理計画法の各種技法の紹介，最新の 京大会館

(関 西) (神戸商大) 研究成果の紹介，応用ならびに実践例 住友ピル

加藤直樹 の紹介を目的として活動している.そ 神戸市勤労会館

(神戸商大) の結果，数理計画法の一層の普及，な

らびに研究交流，情報交換を進め得た

と考えている.

ORjMS とシ 山田善靖 27名 10回 ORjMSおよび情報システムから提供 東京工業大学

ステムマネジ (産能大) される情報を経営システムのマネジメ

メント 根本忠明 ントにうまく活用するための方法につ

(青山学院大) いて研究することを目的としている.

そのため，情報技術の特性と人間，組

織の関係を心理学，行動科学，組織科

学，システム科学の考え方にもとづい

て分析する.

ピジネスゲー 村山乾ー 33名 8 回 今日まで多数のピジネスゲームを実際 中央電気 F ラブ

ム (追手門学院大) にプレーし，そして，そのひとつひと

森 健一 つを各方面の人々によって検討し，よ

(大阪府大) り効果的なビジネスゲームの開発に向

かつて協力し，衆知を集めつつある.

ひとまず図書の出版を計画しているが，

今後はもっと実際の経営計画に役立ち，

環境変化を含めたゲーミング，シミュ

レーションの研究をめざしている.

エネルギーモ 小 JII 洋 18名 7 回 エネルギー問題を，資源不足国の日本 小野事務所

デル (千葉工大) にとって将来の政策上避けて通ること

小野勝章 のできない問題として考え，将来の政

(小野事務所) 策立案に参考となり得るモテりしの検討

をめざしているが，既存モデルが乱立

しているので焦点をしぼる必要性を感

じている.

278 (38) オベレーションズ・リサーチ© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.



部会名 I 喜一一 仁三ンベ開催回金i 内 容 ;場所

社会環境システ

ム研究所

リスク・マネ!佐伯 語学 I 19名 I 8 罰 i エネルギ…問題を解決するための新し

ジメント・シ I (東京大) I い政策目標の提示と新しい社会システ

ステム |小岩 明ムの形成のための Risk Auersion 

(社会環境‘ン I Support System の研究開発

ステム研)

第 3世界とマ|森口繁一 I 16名 I 11 回
イコン I (東京電機大) I 

小田部 斉

{東互主燃料) ! 
横弁滅

{工学波大) I 

4. 普及活動

人類 3/4 を占める第 3 世界の発展を主

軸とする世界経済の繁栄のシナリオを

措く.次にこのシナリオの実現のため

に，マイコンの果すべき役割を考え，

社会に援ぎすることを員約として研究

活動を行なっている-

東亜燃料工業

(1) 定例講演会(表 2 ) 表 2

開催年月 テ ーマ 師 |参加入金|開催地区
57年 8 月 事務スタップ部門における QC |唐津 110i'i I 本部

11 月 人O工R年知間能の経営への胴 矢横 知山 晴勝一郎義 i l 1/ 

31名|中部
12月 実戦的意思決定法のすすめ-PDPC手法一

58年 2 月 都市情報システム…お米の比較からー

兵庫県の地理的情報管理システム

(2) モニター制度

昭和55年度より， OR誌をはじめ研究発表会，

シンポジウムその他学会活動に対する会員の要望

を広く把握するため，モニター制度を運用してい

る.今年度は第4 期モニタ… (57年 2 月 -6 月)

として21名，第 5 鶏モニター (57年 7 月 -11 }j)

として21名，第 6 期モニター (57年 12月 -58年ラ

月}として21名の方々をお綴いし，毎月アンケー

トに図容していただいた.またラ7年12月より，会

員から毎月若干名を選び，その月のアンケートに

答えてもらうようにした.さらに，研究発表会時

にはモエター会議を開催し，各モニターから積極

的，かつ建設的な意見を集めることができた‘

(の第 3 回ORセミナー

例年好評を博している「窓思決定のための会計

情報講座j を， 昭和 57年 II }j lHI-19E の 3E

罵，伏見多美雄教授{量産大}の講義に福JII忠沼言葉

喜怒{慶大}山口俊和助教授{潔科大}のケーススタ

ディを加えて行なった.参加者は28名であった.

5. 刊行物

(1) 日本オペレーションズ・リサーチ学会機関誌

1983 年 6 月号

i 近藤次郎; 41名 j 本部

秋葉 簿 i 23名 i 関濁
1r .奇秀紀
高室晴

「オベレーションズ・リサーチJ Vo1.27 No , 3 

からVol ， 28 No.2 まで 12号(本文698ベ…ジ)を

発行した.各号は特集を主とし，他にトップの視

点，逮載講座，事例研究，解説，フォーラム，著書

評，文献紹介，部会報告等を掲載した.特集のテ

ーマは次のとおりであった.

Vol. 27 No. 3 r OA と ORJ. 向No.4 rデータ

ベ…スの現状と利用J，同No.5 r社会情報システ

ム J，同No.6 r数理計画の応用J，問 No.7 r化学

と ORJ，同No.8 r確率システム J，問 No.9 r ロ

ポット j，同No.10 rプレゼンテーションのORj ，

問 No.11 r都市問題のORJ，同 No.12 r僑頗性

と ORJ ， lVol. 28 No. 1 rORのはじまりわ同

No.2 r鉄鋼のORJ.

(訪 日本オベレーションズ・リサーチ学会論文総

(Journal of the Operations Research Society 

of Japan) Vol. 25 No.l から No.4 の4努(408ペ

ージ}を発行した.本年度の投稿論文は89綴{幕

投綴33編を含む}で、掲載論文は27綴であった.

ゆ研究発表会アブストラクト集

事手・秋研究発表会のアブストラクト襲安発行し
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Tこ.

仏) 報文集

「ネットワーク構造を有するオベレーションズ

.リサーチ問題の電算機処理に関する基礎研究J

(Tー73ー 1 )の第 2 刷を発行した.

8. 国際協力

IFORS が発行する IAOR (International 

Abstracts in Operations Research) 誌の編集

発行に協力し，日本の文献抄録55編を送付すると

ともに， IAOR 誌の Vo1. 24 No.I-3 , Vo1.25 

NO.I-3の国内頒布に協力した.

7. 支部活動

各支部ごとに表 3 のとおり活動した.

北海道|東 中レ
L
E

寸
イ

表 3 支部活動報告書

州

支部総会 1 回 支部総会 1 回 支部総会 1 回 支部総会 1 回

運営委員会 6 回 運営委員会 l 回 運営委員会 2 回 運営委員会 2 回

幹事会 1 回 幹事会 8 回

研
3 回 6 回 -数理計画法 8 回

-決定理論とその

究
応用 8 凹

-応用確率論 3 閏

~ 
-経営科学文献情

報検索 20回

tijz| 1回回 l
l ・定例講演会 1 回|

部|関 西洋白品|九
四
回
回

f
i
q
L
4

・

会

会
員
総
委
部
営
支
運団

団
泊
一
四

ム
耳

会
員
総
委
会

部
営
事運

回d
守 1 回 2 回

出 -支部ニュース 11回 -支部品ユース

-支部20年のあゆみ 8 回

版 -支部会員名簿

そ -研究発表会 2 回 -見学会 1 回 -見学会 l 回 -支部大会 1 回 -春季研究発表 -見学会 I 回

-企業への普及 -懇親会 1 回 -懇親会 l 回 会実行委員会
の

活動 1 回 -支部創立20周年 5 回

他 記念パーティー

8. 表彰

(1) 日本オベレーションズ・リサーチ学会文献賞

第10回日本オベレーションズ・リ+ーチ学会文

献賞を下記に対して授与した.

-Feasibility-improving-gradient-acuteｭ

projection methods A unified apｭ

proach to nonlinear programming 

THE NEWTON METHOD AND 

RELATED TOPICS Vo1.3 

-A geometric method in nonlinear proｭ

grammmg 

J. Optim. Theory Appl. Vol. 30 

田辺国士(統計数理研究所)

第11四日本オベレーションズ・リサーチ学会文

献賞の選考を行なったが該当論文はなかった.

(2) 日本オベレーションズ・リサナーチ学会普及賞

第 7 回日本オベレーションズ・リサーチ学会普

280 (40) 

及賞を下記に対して授与した.

・日本アイ・ピー・エム株式会社

第 8 回日本オベレーションズ・リ+ーチ学会普

及賞の選考を行ない，下記のとおり決定した.

・園沢清典(東京理科大学)

・日本電信電話公社

(3) 日本オベレーションズ・リ+ーチ学会実施賞

第 6 四日本オベレーションズ・リ+ーチ学会実

施賞を下記に対して授与した.

・財団法人電力中央研究所

第 7 回日本オペレーションズ・リサーチ学会実

施賞の選考を行ない，下記のとおり決定した.

・住友金属工業株式会社

・三菱石油株式会社

(4) 日本オベレーションズ・リサーチ学会事例研究

奨励賞

第 2 同日本オペレーションズ・リサーチ学会事

オベレーションズ・リサーチ© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.



例研究奨励賞を下記に対して授与した.

・立体良重吉倉庫の計画・設計手法について

オペレーションズ・リサ…チVol. 26 No. 3 

矢野禎一・天海清志(株式会社竹中工務店)

第 3 回日本オベレーションズ・リサーチ学会事

例研究奨励賞の選考を行ない，下書記のとおり決定

した.

・逆日影問題

一日影規制を考慮した最適建設可能領域の

決定ー

オベレーショ γ ズ・ザサーチVo1.27 No.6 

安永遜潟管h 中元三郎* .小林智子*

(日本情報サーピス株式会社*・株式会社

安井建築設計事務所榊)

・パルグライン方式下における価格競争と薬

鏑基準の猿移

Journal of the Operations R垂search

Society of Japan Vol. 25 No. 3 

柳井浩(慶応義塾大学)

・「闘で見る計画J の手法一GERTの実用化

日本オベレーションズ・日サーチ学会

1982年度私季研究発表会アブストラクト集

石滋一成{三菱重工業株式会社)

9. 受賞助成金権扇

昭和57年度研究助成候補者として下記のとおり撤

薦した.

(1) 重量島学術援輿獄密

・林寄努{代表)，安逮 1乱近藤東郎，

今宮俊一郎

「都市化過程における人間一生活様式一環

境系の生態学的評価と予測J

紘研究偶~~受撃を

テーマ f薬俄基準新算定方式{いわゆる81%バル

クライン方式)導入が下記に与える影響について

(1) 医療機関に与える影響

(2) 産業界に与える影響

(3) 富良に与える影響

依頼者投際法人員本薬薦議官会受託金額20万円

上記のテー?について委員会(議員長柳井治}

を設け研究を行ない，報告書ならびに資料をとりま

とめ提出した.

11. 他挙協会との交流

勉学協会の開催した講習会毒事?と協賛，後援した.

(1) オフィスシステムセミナー

(2) 第 2 問γ ミュレーション・テクノロジー・コン

ファレンス

1望書3 年 6 Jj望号

(3) 第 8 @1システムシンポジウム

(4) 医療人間工学会連合第 8 沼会議

(5) FMS セミナー

(め第 3 閥数理計画シンポジウム

(吟 システムと制御チュートリアル講座

(8) コンビ品ータ・グラフィッタスと CAD講習苦会

悌第25陸自動苦言j縁遠合講演会

同分散形制御システムの奨濁付講習会

担~ 第 6 悶ピ}グル・オートメーション・ジンポジ

ウム

{l2) 第33問自動制j御講習会

12. a1J立2署員曜年記念車業

(1) OR学会史年衰の編纂

OR学会史委員会(横山勝義委員長)は，わが

OR学会の創立以来25年間のあゆみ， OR活動の

歴史， OR手法の進歩などをひと呂でみることが

できる rOR年表j を作成した.

(2) 記念出版事業

記念出版委員会(原野秀永委員長)は，大商記

念文献賞およびOR学会った献賞の受賞論文14繍と

受賞者による座談会記事を掲搬し刊行した.

(3) 長期計量留の策定

長期針路委員会{松田武彦委員長}は，委員会

の討議に会員のアンケート調査，モニターの意見

さらに学識経験者や実務家のインタピューの結果

を加え rOR学会の進むべき方向j と題する報告

書をまとめた.

(4) 創立25路年記念式典

記念式典を昭和57年 9 Jj 16 日(木} 慶応義畿大

学理工学部において開催し，引続き祝賀懇親会が

行なわれた.

名券会員，フエロー，望書紛会員の招待者，会員

の参加者には記念事業の成3誌が配布された.

H 処務の概欝

1. 役員!こ関する事項

理事

定数: 12人から 16入

任期: 2年

非常勤

現在: 16人

厳寒

定数: 2 入

任期 2 年

非常勤

現世: 2 人
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返事・獄事 氏 名 !1?2非言常勤動 任 m~lIiI<~名|桝w一一一一一 担当事義務 意義
の役職 の7JIJ

就5後1. 年4.月21白|登5記1.朝7.30日 会務の総理 JI1鋳重工業耕懸獲事{会長} 横山勝義 非常勤

" (副会長) 本管光努 11 56. 5.15 56.7.9 企画調態 中部電力総支配人
11 11 渡辺 治 11 " " 11 筑波大学教綬

" 1/ 三緩 久 11 57.4.21 51. 1.30 " 京都大学教授
I( 111聖子率三郎 /f 56.5.15 56.7. ヲ 庶 務 東部燃副石部油長化学輯生産技術

" 今野 持母湾 " 57.4.21 51.7.30 " 認本アイ. l;:."-ーニa ム縛

" 若山邦紘 11 11 " " 法政大学助教授

" 高森 党 " 56. 5.15 56.7. 世 国 際 青山学院大学教授
/f 合林 援 " /f " 研究普 N 調軽5医大学助教授
1I !平本 綴 " 51.4.21 57.7.30 /f 総部電長力計算セ γター技術

Il せ、株縫一 It 56. 5.15 56.1.9 編 集 立教大学教授
It 刀機 議 " 51.4.27 57. 7.30 11 埼玉大学教授
11 伏見多美雄 11 " It ~ミh 計 慶応義塾大学教授
1/ 飯島実 慶綾 1/ 56. 5.15 56.7.9 無任所 南山大学教授
11 飯沼 徳雄 11 57. 4.27 ¥ 57 ‘ 7 .30 11 調a 本まま電役信電話公社計磁路

1/ 

ンタ

車E 事 官Jll ~~ I 11 I 56. 5. 15 I 56. 7. 9 民法 59 条 一橋大学教授
/f 阿部 57.4.27 I 57.7 ‘ 30 I " 東京工業大学教授

」 一一一一一一一一一一 一

2. 磯良に慢する事項 3. 表彰委員長指名の件 君主 雪叫望書

区 分 専任者，有給者 4. 昭和57年度春季研究発表

人数 左の人数の基本給年度末月額 会決算報告の件(中部支部

事務職員 3 人 、 491 ,000 扱いのみ) 承 認

言十 3 人 491 ， 0∞ 5. 今年度の方針など懇談

3. 会議{こ関する事項 57. 7.9 1. 会友制度について 継続審議

(1) 滋常総会 2. 裕和57年度第 1119王手議i筏

開催年月日 議事事項 結果 支計算報告 承 認、

57.4.27 l.昭和56年度事業報告の件 承認、 3. 表彰委員会委員の委鳴に

2. flB和56年度決算報告の件 承認 ついて 承 認

3. 墜まま報告の件 承認 4. 研究替及委員会規穫の〕

4. 昭和57年度事業計画の件 承認 害事改訂{察) 継続審議

5. 昭和57年度予算の件 承認 5. 昭和57年度春季研究発表

6. 昭和何年度役員選任の件 承認 会報告

7. 昭和57年度評議員選後の件 承認、 6. 昭和57年度秩季研究発表

8. 昭和56年度学会賞の発表と表彰 会並びにシンポジウムの準

9. 新ブェ戸…紹介 機状波について報会

(2) 潔事会 7. 創立25潟年記念式典・祝

開催年月日 議事事項 総果 賀会について

57. 5.12 1. 昭和57年度通常総会議事 8. 創立25周年記念事業の状

録後認の件 承 U三E心、 況報合

2. 各委員会委員・幹事委嬢 -長綴計題

の純二 承 認 -記念出版
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.OR史 支計算報告 承 認

57.9.6 1. 役員登記完了，文部省へ 10. 昭和58年度事業計画案並

報告届出完了報告 びに予算案の審議 次回再検討

2. 各支部総会報告 承 認 11. 名誉会員推薦の件 承 認

3. 会友制度について 承 認 12. 昭和58年度通常総会の日

4. 名誉会員推薦の件 承 認 時・会場の件

5. 創立25周年記念事業の成 58. 3.24 1. 研究部会の継続並びに終

果報告 了報告 承 認

6. 秋季研究発表会の準備状 2. OR学会賞推薦の件 承 ヨ防刃ひ

況報告 3. 学会活動スタッフの強化

7. 昭和58年度春季研究発表 について

会の件 承 認 4. 昭和57年度事業報告案の

8. 第 3 回ORセミナー開催 件 一部修正

の件 承 認 5. 昭和57年度決算報告案の

9. 研究普及委員会規程改訂 件 承 雪防刃'" 

の件 承 認 6. 昭和58年度事業計画案の

57.11. 5 1. 支部長会議開催報告 件 承 認

2. 創立25周年記念事業終了 7. 昭和58年度予算案の件 承 認

報告 承 ま励刃。 8. 昭和58年度役員の件 承 雪関心刃、

3. 長期計画実施具体策の検 58. 04.12 1. 昭和58年度総会議案の件

討 (1) 昭和57年度事業報告書承 言UY沌~

4. 昭和57年度上半期収支計 (2) 昭和57年度決算報告書承 認

算報告 承 認 (め !i査報告 承 認、

5. 秋季研究発表会終了報告承 認、 (4) 昭和58年度事業計図書

6. 第10回シンポジウム終了 (案) 承 認

報告 承 き1>刃b、 (5) 昭和58年度予算書(案) 承 認

7. 研究受託の件 承 認 (6) 昭和58年度役員候補者

8. 昭和58年度事業計画案並 の件 承 認

ぴに予算案の作成について 2. フェロー推薦の件 承 認

各委員会，幹事会へ依頼 (3) 評議員会

58. 1.21 1. 研究部会の新設並びに継 開催年月日 議事事項 結果

続承認の件 承 認 58. 04.12 1. 昭和58年度総会議案の件

2. 昭和58年度春季研究発表 (1) 昭和57年度事業報告書承 空関心刃、

会の予算案の件 承 ま1>完EFB (2) 昭和57年度決算報告書承 茸1>刃也、

3. 第 3 回ORセミナーの報 (吟監査報告 承 認

告 承 宝励刃。 (4) 昭和58年度事業計画書

4. 第10四国際OR会議開催 (案) 承 至.. 刃'" 

地変更の件 (5) 昭和58年度予算書(案) 承 認

5. 第10四国際OR会議日本 (ゆ昭和58年度役員候補者

代表論文選出の件 の件 承 雪1>刃", 
6. 学生論文賞新設の件 承 言nふA、 4. 支部長会議

7. 公的問題対策委員会設置 支部長会議は 3 月(名古屋)と 9 月(横浜)の 2

の件 承 認 回開催し， OR学会の諸問題について意見が交換さ

8. OR事例集刊行に関する れ，本部と支部の意見調整が計られた.

件 承 圭.. 刃b 5. 委員会・幹事会等

9. 昭和57年度第 3 四半期収 (1) 常設委員会
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編集型車員会 15回 研究普及委員会 6 回

IAOR委員会曹関 表彰委員会 4 霞

(2) その飽の委員会・幹事会等

25;'寄生手記念事業委員会 20@l モニター

委員会 12回 公的問題対策委員会 2 間

6. 会鎌状況

名誉会員 正会員

1982年 2 ]J米誌 4 1,975 

1982年度入会 123 

1982年度 学→蕊 4ヲ

移 行 豆→学

1982年度退会 -72 

l望書2年度徐名 -25 

名誉会負 正

ヨド 部 3 

~I:; 海 道

3震 j乙

中 部

関 濁

中国・回忌

九 1十l

会

モ品ター会議 2 問 OR事例祭編集祭

員会 1@l 広食委員会 i 密 研究部

会主交会議 i 回 セミナー委員会 2 図

ブ品開一会議 i 関 庶務幹事会 10国

会計幹事会 S 阪! 康談会 2 回

学生会員 賛草書会員 計

127 109 2 ， 21ラ

42 4 169 
明野町一一一司、

-49 

8 - 5 -85 

2 -27 

3主 学生学賞 繁劾会員

1,276 85 67 

58 。 4 

64 5 

170 4 10 

2ヲi 14 12 

123 5 ? 

67 2 3 

堀和路年震新設員候種審議びに欝続投異名簿

会務役職 定数 候 得 革ま 非改選役員 会務役毅 i 定数;侯 被 者 非改選役員

会 長 1(0) 横山勝義

議会主義 3(2) 佐久間 買学 三根 久

森村英典

野、 務 3(1) 渡辺 感 今翼手術湾

E奇普究及 γ 務 平本 巌

綴 集 2( 1) 牧野都治 刀君主 議

会 計 I(O} 伏見多勢総

無任所 3(1) 関口恭毅 飯 æ 徳主義

若山邦紘 機藤 スニ

思 際 1 (1) 機労働 i機

能事 2(1) I 八巻底知l\iiJ部 統

)は58年度改選数
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昭和57年度収支決算報告書

貸借対照表(昭和58年 2 月 28 日)

定 科 目

中科目
金 額

現金預金 51 ， 099 ， 333

未収金 2 ， 870 ， 610

前払金 174， 9回

流動資産合計 日， 144，蜘

有形固定資産 l 什器備品 71 , 680 

一-jj竺F1資産「合土ーゴー一二二二上
資産合計 ! 

2. 負債の部

勘 定 科 目 金

-1科目 |中科目
流動負債

T員り

未払

前受

金 226， 063

金 400 ， 000

金|払322， 404

流動負

固定負債

国 定 負

負 債

3. 正味財産の部

勘 定

大 科 目

基 本 金

粛l 余 金

債合計

退職給与引当金

敷金引当金

名簿作成引当金

国際協力引当金

記念事業引当金

表彰事業引当金

別途引当金

債 メ日L 言十

ム日 言十

科 目

中科目

基 本 金

次期繰越収支差額

(うち当期増加額)
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一」一一一 一一一一一一一」一一一
剰余金合計 | 

正味財産合計 | 

負債及び正味財産合計 l 

1983 年 6 月号

7,339,763 

1,475 ,640 

1,000,000 

3,654,792 

1,000,000 

200,000 

3,029,466 

金

8,568,478 

(3 , 320,887) 

71 ,680 

54,216 ,606 

額

22,948,467 

17,699,661 

40,648, 128 

額

5,000,000 

8, 568,478 

3,568,478 

54， 21ω6 
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財産目録(昭和58年 2 月 28 日)

金 額

(資産の部)

I 流動資産

1.現金預金

(1) 現 金

現金手許有高 183,963 

(2) 振替貯金

東京地方貯金局 4,838,301 
(3) 当座預金

第一勧業銀行八重洲口支店 5,099,816 
住友銀行白山支店 3,045,325 

仏)普通預金

第一勧業銀行八重洲口支店 ラ， 147 ， 891

住友銀行白山支店 1, 129, 245 

(5) 定期預金

第一勧業銀行八重洲口支店 18,000,000 
住友銀行白山支店 13,654.792 

2. 未 収 金

57年度会費外 2,870,610 
3. 前 払 金

抜刷代金外 174,983 54, 144,926 

E 有形固定資産

1.什器備品

複写機外 71 ,680 

資 産 メ口'- 計 54,216,606 

金 額

(負債の部)

I 流動負債

T貢 り 金

職員に対する源泉所得税外 226,063 
2. 未 払 金

給料手当 400,000 
3. 古可 ぷ.x三. 金

主として58年度会費前受金 22 ,322,404 22,948,467 

E 固定負債

1. 退職給与引当金 7,339,763 
2. 敷金引当金 1,475,640 
3. 名簿作成引当金 1,000,000 
4. 国際協力引当金 3,654,792 

5. 記念事業引当金 1,000,000 

6. 表彰事業引当金 200,000 
7. 別途引当金 3,029,466 17,699,661 

負 債 ムロ 計 40,648, 128 

正 味 財 産 13,568,478 

注:基本財産たる資産 定期預金(第一勧業銀行八重洲口支店) 九 000， 000
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収支計算書(昭和57年 3 月 1 日から昭和58年 2 月 28 日まで)

収支決算の部

1) 収入の部

備考異差決算額
科

。

844, 209 

117, 500 

ム 7 ， 500

70, 000 

46, 900 

31 , 000 

0 

ム 200 ， 000

ム

287, 500 

11 , 744, 691 

3, 327, 500 

288,000 

1,280,000 

346,900 i 
421 ,600 

84,000 

200,000 

287, 500 

12, 588,900 

3,445, 000 

280,500 

1,350,000 

300,000 

452, 600 

84,000 

0 

目

基本財産利息収入 l
会誌頒布収入|
研究発表会収入

講演会収入

講習会収入

資料等頒布収入

1 A 0 R 収入

E J 0 R 収入

研究調査収入

科定勘

目科中
一一一一一一一「

基本財産運用収入

目科大

入収業事

32, 600 

16, 800 

27,205 

165,000 

572,500 

147,400 

25, 200 

24,692, 795 

835,000 

11 ,777, 500 

180,000 

42, 000 

24,720,000 

1,000,000 

12, 350,000 

正会員入会金収入

学生会員入会金収入

正会員会費収入

学生会員会費収入

賛助会員会費収入

会金収入

入収費

入

L>恥
Zコz

。

。

ム 150 ， 572

1,242,560 

1,000,000 

150, 572 

1,242, 560 

1,000,000 

0 

記念事業引当金取崩収入

名簿作成引当金取崩収入

退職手当引当金取崩収入

引当金取崩収入

ム 167 ， 480

ム 327， 533

460, 500 

ム 336 ， 339

01 

1 ， 1仰90 1 

2, 380,000 

1, 700,000 

900,000 ! 

100,000 I 

5,247,591 I 

仰50， 651 1 

入

，息

入|
入 l

計

告収

取利

簿収

収

入

広
受
名
雑

額差支収越繰期前

収雑

メL
口入収

異差

16,800 

0 

ム 4 ， 300

249, 648 

664,600 

396, 587 

320,220 

55,943 

6, 700 

(47) 287 

決算額

2, 124,000 I 
768,000 I 

54, 300 I 
450, 352 I 

1, 239,400 

863, 413 

279,780 

544,057 

lpoo| 

2) 

勘 月
口科定

支出の部

2, 140,800 

768,000 

50,000 

700, 000 

1,904,000 

1, 260, 000 

600,000 

600,000 

20， 00。

目科

賃
費
費
費
費
費
費
費
費

目

品

通

科

品

益
備
議
交
信
刷
矯

耗

器

費

中

家
共
什
会
旅
通
印
消
修

日

1983 年 6 月号

科

理

大

管
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299,866 

ム 42 ， 578

ム 111 ， 600

ム 11 ， 600

9, 100 

1, 210 

5,000 

ム 150 ， 572 : 

Oi 

01 

0 

31 ,946 

ム 1 ， 082 ， 200

ム

5, 790, 134 

1,277,278 

711 ,600 

48,600 

30, 900 

111 , 210 

15, 000 

150,572 

1,000,000 

165,000 

200,000 

118,054 

1,082,200 

6,090,000 

1,234, 700 

600,000 

37,000 

40, 000 

110,000 

20,000 

0 

1,000,000 

165,000 

200,000 

150,000 
。

給料手当

福利厚生費

臨時雇賃金

保険料

負担金

支払手数料

租税公課

退職金

退職給与引当金繰入額

敷金引当金繰入額

備品償却費

雑費

会費徴収不能

ム 395 ， 980

280,200 

1,870 ,980 

969,800 

1,475,000 

1,250,000 

費

費

催

刷

開

印

費会表発究研

費業事

820 , 230 

94, 156 

30,000 

1,700 

12,379,770 

1, 905,844 

170,000 

151 ,700 

13,200,000 

2,000,000 

200,000 

150,000 

誌
誌
集
費

関
文
文
刷

機
論
報
印

費本製属。印

20,452 

44, 550 

3,465 

ム

ム
ム
ム

270,452 

303,750 

86,625 

250, 000 

259,200 

83, 160 

IFORS会費

IAOR購入費

EJOR購入費

費力協際国

89,700 

168,040 

0 

0 

ム 200 ， 000

83,929 

502, 570 

154,495 

289, 000 

183,001 

442,400 

299,866 

60,000 

39,634 

30, 500 

0 

ム 1 ， 000 ， 000

ム 1 ， 000 ， 000

103,021 

1 ， 000 ， 00。

ム 1 ， 476 ， 687

1 ， 1仰90 1 

A 

125, 300 

871 ,960 

950.000 

μ札000 ! 

200,000 

166,071 

2, 997,430 

515 , 505 

858, 000 

3, 280,999 

1, 527,600 

5, 790, 134 

1, 500,000 

757, 634 

969, 500 

100,000 

1,000, 000 

1,000,000 

16, 979 

0 

8, 568,478 

215,000 

1,040,000 

950,000 

2,208,000 

0 

250, 000 

3,500,000 

670,000 

1, 147, 000 

3,464,000 

1,970,000 

6,090,000 

1,560,000 

718, 000 

1,000,000 

100, 000 

0 

0 

120,000 

1,000 ,000 I 

7,091 ,791 I 

69,650,651 ! 

講演会開催費

講習会開催費

研究部会費

支部費

費動活究研

研究調査費

表彰事業費

記念事業費

会議費

旅費交通費

通信運搬費

諸謝金

給料手当

編集校正費

消耗品費

名簿作成費

表彰事業引当金繰入額

記念事業引当金繰入額

名簿作成引当金繰入額

雑費

予備費

次期繰越収支差額

1
 

4
u
 

ro 
, n

y
 

d
幽I

F、
ノ

, n
E
 

ζ
U
 

オベレーションズ・リサーチ

計メ込
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昭和58年度事業計画書

ORは「実学の精神にのっとり，現実にもとづいて問

題をとりあげ，これを解決するための理論を構築し，手

法を開発すること J をめざすものである.

世界的な経済不況のもとに，企業は一層級密な経営を

画るために， ORの活用が不可欠となってきている.こ

の時期に当り，創立25周年を記念して策定された長期計

画の実現に向かつて第 1 歩を踏み出す年としたい.

1. 研究発表会，シンポジウム

(1) 研究発表会は，春秋 2 回開催し，春季は 3 月 28

日， 29日に広島大学において，秋季は 10月 26 日，

27日に工学院大学において開催する.

見学会は 3 月 30 日， 10月 28日にそれぞれ研究

発表会とあわせて行なう.

特別テーマは，春季は「実践的OR一生産性向

上をめざして-J ， 秋季は「交通とコミュニケー

ション j とする.

(2) シンポジウムは， 10月 25 日工学院大学において

行なう.

テーマは「交通とコミュニケーション」とす

る.

2. 通常総会

通常総会は 4 月 28日東京において行なう.

3. 研究部会活動

研究部会活動は「未来分析J ， r確率モデルとその

応用J ， r数理計画法(関東) J, r数理計画法(関西) J , 

rOR/MS とシステム・マネジメント J ， r ビジネス

ゲーム J ， rエネルギーモデノレ J ， r リスク・マネジメ

ント・システム J ， r第 3 世界とマイコン」の既設 9

部会の活動を引続き推進するとともに，新たに「数

理計画(九州) :主査古川長太(九州大学) J, r信頼

性・保全性:主査 阿部俊一(青山学院大学) J, r待

ち行列システム:主査橋田温(電々公社研究開

発本部) J, r現場の OR教育:主査榎本久徳(中部

電力 )J ， r意思決定のための会計情報:主査伏見

多美雄(慶応義塾大学) J がその活動を開始する.

4. 普及活動

第 4 回ORセミナーを企画実施する.定例講演

会，座談会，学会活動の広報等のOR普及活動に努

める.またOR誌をはじめ， OR普及活動について

広く意見を求めるためのモニター制度を継続する.

(1) 刊行物「機関誌オベレーションズ・リサーチ」

を 12号，論文誌 rJournal of the Operations 

Research Society of JapanJ (日本オベレーシ

1983 年 6 月号

ョンズ・リ+ーチ学会論文誌)を 4 号発行する.

(2) 研究発表会アブストラクト集を 2 回発行する.

(3) 報文集T-83ー 1 r地理的情報の処理に関する

基本アルゴリズム j を発行する.

6. 国際協力

(1) IFORS (国際OR学会連合)を通じて各国の

学会と協力する.

(2) 第10回OR国際会議(1984年 8 月 6 日 -10 日

ワシントンで開催)参加および視察団派遣の準備

を行なう.

(3) 圏内のOR文献抄録の作成を通じ IAOR 誌の

発行に協力するとともに IAOR 誌の国内頒布を

行なう.

7. 支部活動

各支部において研究会，講習会，見学会等の活動

を行なう.

8. 表彰

文献賞，実施賞，普及賞並びに事例研究奨励賞の

昭和58年度選考を行なう.新たに今年度より学生論

文賞を設け選考並びに授賞を行なう.

9. 受賞，助成金推事

他学協会等の依頼に応じ推薦に協力する.

10. 他挙協会との交流

他学協会との交流を積極的に進める.

11. 長期計贋の推進

昭和57年に， 25周年を契機として長期計画委員会

により策定された長期計画( 5 年)にもとづき，以

下の事業を推進する.

(1) 公的地位の強化

公的問題対策委員会(横山勝義委員長)は，学

術分野における本学会の公的地位の強化と関連学

協会との連繋緊密化を実現するための具体的施策

を検討し，順次実施に入る.

(の OR事例集の刊行

OR事例集編集委員会(森村英典委員長)は，

昭和50年に出版されたOR事典増補の一環として

昭和58年 11月発行を目途に， OR事例を刊行す

る.

(3) 学会諸活動の充実

上記委員会による活動に加え，各委員会・幹事

会は，長期計画を指針として活動の充実をはか

る.
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昭和58年度予算書

(昭和58年 3 月 1 日から昭和59年 2 月 29日まで)

勘 定 科 日
予算額 前年度予算額 増減(ム) 備考

大 科 中 科 目 科 目

基本財産運用収入

基本財産利息収入 287, 500 287, 500 。

事 業 収 入

会誌頒布収入 11 ,412, 300 12, 588,900 ム 1 ， 176 ， 600

研究発表会収入 3, 155,000 3,445,000 ム 290 ， 000

講 演 ヱdミb除 収 入 282,500 280, 500 2,000 

講 習 会 収 入 1,350,000 1 ， 3ラ0 ， 000 。

資料等頒布収入 300,000 300,000 。

I A 0 R 収入 527,000 452,600 74,400 

E J o R 収入 70,000 84,000 ム 14 ， 000

入会金収入

正会員入会金収入 180,000 180,000 。

学生会員入会金収入 42,000 42,000 。

会 費 収 入

正会員会費収入 26,024,000 24,720,000 1, 304,000 

学生会員会費収入 925,000 1,000 ,000 /':,. 75,000 

賛助会員会費収入 12,635 ,000 12,350,000 285 ,000 

引当金取崩収入

記念事業引当金取崩収入 。 1,242, 560 ム 1 ， 242 ， 560

名簿作成引当金取崩収入 。 1,000,000 /':,. 1,000,000 

雑 収 入

広 正EhI 収 入 2,380,000 2,380,000 。

'Jt ζ 取 幸リ 息 1,780 ,000 1,700,000 80,000 

名 簿 収 入 150,000 900,000 ム 750 ， 000

雑 収 入 100,000 100,000 。

寄 附 金 収 入 800,000 。 800,000 

前期繰越収支差額 8,568,478 5,247,591 3,320,887 

収 入 l日h 計 |7W&ml6MMl  

収入支出の予算

1) 収入の部

備考

16,800 

0 

0 

156,000 

46,000 

ム 40 ， 000

ム 173 ， 000

ム2, 140,800 

768,000 

50,000 

700,000 

1,904,000 

1,260,000 

600,000 

2, 124,000 

768,000 

50,000 

856,000 

1,950,000 

1,220,000 

427,0000 

支出の部

小科目

賃
費
費
費
費
費
費

目

科

品

通

科

益
備
議
交
信
刷

器

費

定

中

家
共
什
会
旅
通
印

J 
勘

目科

理

2) 

大

管
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30,000 

o 
1,485,000 

85,300 

220,000 

11 ,600 

8,000 

0 

5,000 
。

。

ム 128， 320

。

6. 

ム

ム

600,000 

20,000 

6,090,000 

1,234,700 

600,000 

37,000 

40,000 

110,000 

20,000 

1,000,000 

165,000 

200,000 

150,000 

570,000 

20,000 

7,575,000 

1, 320,000 

820,000 

48,000 

32,000 

110,000 

1 ラ， 000

1,000,000 

165,000 

71 ,680 

150,000 

消耗品費

修 緩 重量

給料手当
福利厚生愛

媛時雇賃金

保険料

負担金
支払手数料

租税公課

送機手当事i 当金繰入額

敷金引当金繰入額

備品償却費

雑費

費 i
E時

540,000 

6. 260,000 

1,475,000 

1,250,000 

2,015,000 

事90， 000

費

費

韓基

剰

喜善

印

費会表発党

害実考葬

n
u
A
u
n
u
n
u
 

13,200,000 

2,000,000 

200,000 

150,000 

13,200,000 

2，。∞， 000

200,000 

150,000 

誌
誌
築
費

関
文
文
劇

機
論
報
開
附

望号本製廊。印

25,000 

68,400 I 
13, 160 I 

250,000 

259,200 

83, 160 

275,000 

327,600 I 
70, 000 

IFORS会費

IAOR購入費

EJOR購入費

費カ協際菌

26ラ， 000

ム 80 ， 000

6. 250,000 

67,000 

800，。∞

213,000 

80,000 

151 ,500 

ム 104 ， 000

20,000 

1,485,000 
。

ム 18， 000

6. 1 ， 000， 0∞ 

ム3， 5∞，000

i∞， 000 i 
500,000 

6. 20,000 

14ザ九九引ω3九九M印，6刈lι耐6削0

8斜18， 1ロ27引; 

ム

215,000 

1,040,000 

950,000 

2,208,000 

0 

250,000 

670,000 

1, 147,000 

3,464,000 

1,970,000 

6，的0，∞o

1,560,000 

718,000 

1,000,000 

3,500,000 

100,000 

0 

120,000 

1,000,000 

7,091 ,791 

69,650,651 I 

480,000 

960,000 

700,000 

2,275,000 

8∞，∞01 
463,000 

750,000 

1, 298,500 

3, 360,000 

1,990,000 

7 ， 57ラ， 000

1,560,000 

700,000 

0 

0 

200,000 

500,000 

100,000 

1,000,000 

7,237,398 

70， 468，市 j

講演会潔催費

講習会開催費

研究部会費

支部費

要費重b活究5時

。 及率例集刊行費

表彰事業費

会議費

旅費交通費

通僑還搬費

議議金

給料手当

綴集校 lE 費

消耗品費

名簿作成費

(認念事業費
表彰事業引当金繰入額

記念事業引当金繰入額

雑 事費

予備費

次期繰越収支差額

言すb 
日上お支
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